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厳
し
さ
が
増
す
経
営
状
況

　
本
市
の
交
通
事
業
は
、
大
正
15
年
11

月
の
市
電
の
開
業
か
ら
、
来
年
で
１
０

０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
市
バ

ス
、
地
下
鉄
南
北
線
・
東
西
線
が
開
業

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
移
動
手

段
と
し
て
歩
み
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
経
営
状
況
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
、
と
り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍か

の
長
期

化
は
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
共
に
乗
車
人

員
と
乗
車
料
収
入
の
急
激
な
減
少
を
招

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
下
鉄
は
令
和

６
年
度
に
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
を
上
回
る

水
準
ま
で
回
復
し
た
も
の
の
、
市
バ
ス

に
お
い
て
は
昭
和
55
年
度
の
年
間
約
１

億
１
千
万
人
を
ピ
ー
ク
に
長
期
的
な
減

少
傾
向
に
あ
り
、
令
和
６
年
度
も
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
人
件
費
を
中
心
に
経
費
の

この特集に関するお問い合わせは、交通局経営企画課☎712･8356、FAX224･5506

安
定
的
な
事
業
運
営
の
た
め
に

　
特
に
経
営
が
厳
し
い
市
バ
ス
事
業
で

は
、
安
定
的
な
経
営
の
た
め
、
消
費
税

改
定
を
除
く
と
約
30
年
ぶ
り
と
な
る
運

賃
改
定
を
令
和
８
年
10
月
に
予
定
し
て

お
り
、
運
賃
条
例
改
正
案
を
市
議
会
令

和
８
年
第
１
回
定
例
会
に
提
出
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
昨
今
の
急
激
な
経
営
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
か
ら
10

年
間
の
計
画
と
し
て
い
た
経
営
計
画
を

全
面
的
に
見
直
し
、
新
た
に
「
仙
台
市

交
通
事
業
経
営
計
画
２
０
２
６
―
２
０

３
５
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
で

は
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
持
続
可
能
な

運
営
を
目
指
し
、
財
政
目
標
や
経
営
戦

略
を
設
定
。
中
で
も
市
バ
ス
事
業
に
お

い
て
は
、
中
長
期
的
か
つ
抜
本
的
な
経

営
改
善
に
向
け
、
バ
ス
路
線
の
あ
り
方

や
運
賃
体
系
の
見
直
し
、
保
有
資
産
の

利
活
用
な
ど
収
入
支
出
両
面
で
あ
ら
ゆ

る
手
だ
て
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
生
活
を
支
え
る
役
割

を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
、
事
業
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

お
出
か
け
の
際
に
は
市
バ
ス
・
地
下
鉄

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「仙台市交通事業経営計画2026―2035」「仙台市交通事業経営計画2026―2035」
の中間案にご意見をお寄せくださいの中間案にご意見をお寄せください

●中間案（概要版）の配布場所等∥市役所本庁舎２階市政情報
センター、区役所総合案内、総合支所、地下鉄各駅などで配布
するほか、交通局ホームページでもご覧いただけます
●提出方法∥任意の様式にご意見、住所、氏名（法
人・団体の場合は法人・団体名、代表者名）を記入し
て、郵送、ファクスまたはＥメールで12月24日（必
着）までに。ホームページからも提出できます
申交通局経営企画課（〒980-0801青葉区木町通1-4-15、FAX
224･5506、Ｅメールkotsu_kikaku@city.sendai.jp）

詳細･申込

市バス運賃改定に関する説明会について市バス運賃改定に関する説明会について

　運賃改定に当たり、市バス事業の現状と運賃
改定案に関する説明会を開催するほか、
説明会の内容を動画でも公開していま
す。詳しくは交通局ホームページをご
覧ください。
■説明会（直接会場へ）

詳細

日時 会場 定員
12/6
㈯

14:00～
泉区役所東庁舎５階 70人程度

〔先着〕

12/14
㈰

二日町第五仮庁舎（オンワ
ード樫山仙台ビル）10階

200人
程度

〔先着〕

市バス・地下鉄の持続可能な経営を目指して
―市民の身近な移動手段として走り続けるために
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削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
利
用
者
の
減
少
や

物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
今
後

の
経
営
は
一
層
厳
し
く
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

市バスの乗車人員と乗車料収入の推移


